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 本報告書は、文部科学省の生涯学習振興

事業委託費による委託事業として、一般社団

法人 香川県専修学校各種学校連合会が

実施した平成 30 年度「専修学校グローバル

化対応推進支援事業」の成果をとりまとめた

ものです。 
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Ⅰ.事業概要 

 

１． 委託事業名 

平成 30 年度文部科学省委託事業「専修学校グローバル化対応推進支援事業」 

各地域における外国人留学生の戦略的受入れに向けた体制整備 

香川県における専門学校留学生の戦略的受け入れ推進事業 

 

２． 事業実施期間 

平成 30 年 9 月 1 日～平成 31 年 3 月 15 日 

 

３． 事業の趣旨・目的 

香川県における行政機関・経済界が直面している喫緊の課題は、人口減少や労働力不

足（有効求人倍率 1.84 倍：平成 30 年 3 月現在全国 9 位）による健全な事業維持・継承の

観点から優秀な外国人労働者に期待、依存をせざるを得ない状況の解決にある。 

教育機関としても外国人留学生の受け入れ拡大を検討しながらも、就労に関する情報

の提供方法が明確でなく、受入れ側である企業の情報・体制不足から消極的にならざるを

得ない現状にある。 

こうしたことから、香川県、高松市、商工会議所、ハローワーク等の行政機関と地元金融

機関、企業団体に加え、本連合会加盟の専修学校をはじめとする教育機関が連携し、地

方都市のダイバーシティ化構想のモデルとして、「香川県留学生就職サポートセンター（仮

称）」を設置し、香川県で学んだ留学生の就労までの一貫した環境整備、支援体制の整備

モデルを構築するものである。 

また、優秀な外国人留学生の掘り起こしをするために、本県がターゲットとする諸外国の

教育関連機関との連携や情報共有し、さらにこれらの国々に香川県の魅力を理解していた

だくための情報発信等を含め量、質ともに留学生を受け入れる体制の整備にも課題があ

る。 

これらのことを念頭に専修学校、日本語教育機関及び諸外国の教育機関、産業界、並

びに香川県、各市町が一体となり本県における外国人留学生を対象とした入り口から出口

に至る総合的・戦略的な留学生施策を促進するための組織を構築する。 
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４． 事業概要 

① 「香川県留学生就職サポートセンター（仮称）」の設置に向けた取り組み 

概要 

香川県・高松市・高松商工会議所（商工会議所連合会）地元金融機関、専修学

校等の教育機関が連携し、留学生の定着・就労に向けたワンストップサービス機

関としての仕組みを構築する。 

取組実施組織 

・留学生サポート推進プロジェクト 

・雇用推進プロジェクト 

② ターゲット国とのパイプづくりおよび現地イベントの開催 

概要 

 台湾（基隆市、桃園市）、ベトナム（ハイフォン市）、インドネシアにおける連携機

関の開拓および新規募集ルートの確立。 

取組実施組織 

・広報推進プロジェクト 

③ 留学生ポータルサイトの開設（入口から出口までの総合情報サイト） 

概要 

 ターゲット国の留学希望者、香川県内の留学生、企業及び専門学校に対し、より

具体的な情報を発信する総合サイトを開設する。 

取組実施組織 

・広報推進プロジェクト 

 「香川県のプロモーション動画ツール」の制作を担当する。 

 「香川県の魅力発信サイト」の構成および仕様作成を担当する。 

・留学生サポート推進プロジェクト 

 「留学生受入ガイド（専門学校編）サイト」の構成および仕様作成を担当する。 

 「留学生受入ガイド（企業編）サイト」の構成および仕様作成を担当する。 

・雇用推進プロジェクト 

 「留学生就職支援サイト」の構成および仕様作成を担当する。 

④ 香川県内の専門学校及び企業を対象とした留学生受入に関する状況調査 

概要 

 「留学生受入データベース」構築の基礎資料とする目的で調査を実施する。「留

学生受入データベース」は留学生ポータルサイト内の「留学生受入ガイドサイト」と

連動しキーワード検索に対応した構成とする。 

取組実施組織 

・留学生サポート推進プロジェクト 
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⑤ 香川県への留学生受入体制づくりのためのセミナー等の開催 

概要 

・香川県内企業対象の 「留学生就労受入啓発セミナー」の開催。 

・香川県内の専門学校対象の「留学生就学受入啓発セミナー」の開催。 

取組実施組織 

・留学生サポート推進プロジェクト 

 企業対象セミナーの企画・運営を担当する。 

・雇用推進プロジェクト 

 専門学校対象セミナーの企画・運営を担当する。 

⑥ 実施委員会 

・上記①～⑤の事業を統括し事業方針および戦略の決定をおこなう。 

・上記①～⑤の事業結果（成果物）を検証するとともに、抽出された課題等を整理

し次年度以降の事業にフィードバックする。 

⑦ 事務局 

予算実績管理および各プロジェクトの連絡調整をおこなう。 

 

 

 

５．戦略的に外国人留学生の受入れを進める分野並びに国（地域）名について 

（１） ターゲット国 

台湾（桃園市、基隆市）、ベトナム（ハイフォン市）、インドネシア 

本県の人口は、平成７年に（約 102 万人 国勢調査より）ピークを迎えた人口が減

少し始め、平成52年に約77万人（日本創成会議・人口減少問題検討分科会試算よ

り）にまで減少することが予測されている。中でも年少人口・生産年齢人口の減少は

深刻で現在の約 67 万人から平成 52 年には、48 万人まで減少することが予測され

ている。 

 このような状況の中、優秀な外国人留学生の受け入れを拡大し、将来質の良い働

き手を確保・増加させることは地方都市においても喫緊の課題となっており、既に香

川県、高松市においては具体的施策として動き始めている。 

 このため、本連合会は、香川県、香川県の発展を牽引している企業、専門学校が

連携し、諸外国政府機関や大学、高校、日本語教育機関等との関係を築き、留学

生受け入れから、就職マッチングに至るまでの一連のプロセスについて総合的に検

討協議し、３年程度で体制を整備する。 

 ターゲット国の選定にあたっては、本事業終了後の継続性を考慮し地方行政との

国際交流の深い国（都市）及び、日本の都市圏には留学生が増加しているものの、

香川県への留学生が少ない（占有率が低い）国に重点を置きターゲット国を選定し

た。 
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【ターゲット国の香川県内高等教育機関への留学生数】2017 年 5 月 1 日現在（日本

学生支援機構） 

■台湾     ２６名（日本全国： ８，９４７名） 

香川県の占有率：０．２９％ 

■ベトナム  １５９名（日本全国：６１，６７１名） 

香川県の占有率：０．２６％ 

■インドネシア ３３名（日本全国： ５，４９５名） 

香川県の占有率：０．６０％ 

■フィリピン  ２６名（日本全国： １，８０６名） 

香川県の占有率：１．４４％ 

■バングラデシュ２６名（日本全国： ２，７４８名） 

香川県の占有率：０．９５％ 

■タイ     ３５名（日本全国： ３，９８５名） 

香川県の占有率：０．８８％ 

 

【ターゲット国と地方行政との関係】 

■台湾 

  ・2016 年 7 月 18 日 香川県と桃園市との交流協定締結 

  ・2017 年 5 月 1 日  高松市と基隆市との交流協定締結 

  ・2017 年 12 月   高松市が台湾と東京オリ・パラ※ホストタウンとして登録 

※ホストタウンとは 2020 年の東京大会に向け、スポーツ立国、グローバル化推

進、地域の活性化、観光振興等に資する観点から参加国・地域との人的・経済

的・文化的な相互交流を図る地方公共団体を「ホストタウン」として全国各地に

広げる。 

■ベトナム（ハイフォン市） 

・香川県がベトナムハイフォン市と将来交流係蹄締結に向け活動中 

  保健医療分野でプロジェクト事業を現在実施中（H28 年 3 月～H31 年 2 月） 

■インドネシア 

・香川県の行政機関とは現時点で特別な交流関係はないが、2008 年より経済

連携協定（EPA）を日本と締結している。 

・毎年 5％以上の経済成長率を維持する急成長国家であり、現在名目 GDP は

世界 16 位（ASEAN 諸国 1 位）であり人口は約 2 億 6,000 万人。 

今後中間所得層の拡大により留学生増がさらに見込める。 

 

（２） ターゲット分野 

■台湾（観光分野） 

旧来よりの親日国であり、伝統・現代両面の日本文化に対する関心、日本観光
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の人気は高く、日本語教育の裾野の広さを支えている。 

また、香川県と高松市がそれぞれ桃園市、基隆市と国際交流協定を締結してお

り、台湾の行政機関経由で連携教育機関の紹介を受けることができるため、効率よ

く香川県のＰＲ活動、募集活動を現地で展開できる。加えて 2013 年より高松空港と

桃園国際空港間での定期便就航以来、年々人物往来が増え続けており、観光分野

を中心に留学生数拡大に期待が持てる。 

■ベトナム（福祉分野、自動車整備分野） 

福祉分野では既に学校法人穴吹学園において将来在留資格「介護」で就労するこ

とを目的にした留学生の受入が始まっており、地方型のモデルケースとしてさらなる

拡充を目指す。また、香川県とハイフォン市は将来の国際交流協定締結に向け保

健医療分野でプロジェクト事業を実施中である。 

ハイフォン市はベトナム第３の年であり、香川県知事公室国際課より日本語教

育を実施している高等教育機関の紹介を予定しており、福祉分野、自動車整備分

野も今後留学生数拡大に期待が大きい。その理由として、香川県内専門学校のベ

トナム人在籍者 135 名のうち、福祉分野での就労希望者が 36 名、自動車整備分野

での就労希望者は 31 名、合計 67 名で両分野での就労希望者が約 50％占有して

いることがあげられる。 

■インドネシア（福祉分野、自動車整備分野） 

  2008 年より経済連携協定（EPA）を日本と締結以来、看護師、介護福祉士候補

生は多数在留しており、職業としての介護福祉士の認知度も高く、日本における香

川県の認知度を高めることにより、福祉分野での留学生数拡大が期待できる。 

また、インドネシアにおける自動車シェアの 9 割が日本車であり、香川県で就学

し国家取得を取得し香川県で就労した後、日本で習得した技能・技術を帰国後も活

かすことができるため、自動車整備分野での留学生拡大も期待できる。 

これらのことから、平成 30 年度より本連合会として「専修学校グローバル化対

応推進支援事業」を受託することにより、企業・教育機関・県や市町村、海外教育機

関等が連携し、優秀な留学生の掘り起こしから、外国人にとって働きやすい環境作

りまでをカバーした総合的かつ戦略的な受け入れ体制を整備することが期待でき

る。 

また、本連合会のような教育団体が事業を受託することは、本事業終了後も

様々な連携体制を継続的かつ発展的に維持・運営することも期待できる。 
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６．構成機関・構成員等 

 （１）教育機関 

名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹ビジネスカレッジ 実施委員会 香川県 

２ 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹工科カレッジ 実施委員会 香川県 

３ 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹コンピュータカレッジ 実施委員会 香川県 

４ 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹パティシエ福祉カレッジ 実施委員会 香川県 

５ 学校法人すみれ学園 四国医療福祉専門学校 実施委員会 香川県 

６ 吉田愛服飾専門学校 実施委員会 香川県 

７ 学校法人瀬戸内学院 四国学院大学専門学校 実施委員会 香川県 

８ 学校法人北川学園 キッス調理技術専門学校 実施委員会 香川県 

 

（２）企業・団体 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 大谷 誠一 一般社団法人香川経済同友会 事務局長 実施委員会 香川県 

２ 大西 理之 高松商工会議所 企画推進課課長 実施委員会 香川県 

３ 増田 博志 
株式会社百十四銀行 地域活性化推進グループ 

グループ長 
実施委員会 香川県 

４ 小川 敦史 高松信用金庫 業務推進部副長 実施委員会 香川県 

５ 岡田 春彦 日本貿易振興機構 香川事務所所長 実施委員会 香川県 

６ 大平 康喜 香川県専修学校各種学校連合会 会長 実施委員会 香川県 

７ 飯塚 正成 有限会社ザ・ライスマウンド 代表 実施委員会 東京都 

 

（３）行政機関 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 岩崎 恭博 香川労働局 職業安定部職業対策課 課長 実施委員会 香川県 

２ 谷口 英二 香川県 総務部知事公室国際課 課長 実施委員会 香川県 

３ 瀧本 浩司 香川県 商工労働部労働政策課 課長 実施委員会 香川県 

４ 里石 めぐみ 
高松市 創造都市推進局 観光交流課 

観光交流室 室長 
実施委員会 香川県 

５ 太田 耕司 

高松市 創造都市推進局産業経済部産業振興

課 

立地・創業・イノベーション支援室長 

実施委員会 香川県 
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（４）事業の実施体制 

 

（５）実施委員会構成員 

 氏名 所属・役職 役割等 都道府県 

１ 大平 康喜 香川県専修学校各種学校連合会 会長 委員長 香川県 

２ 亀本 浩史 香川県専修学校各種学校連合会 事務局長 副委員長 香川県 

３ 森 洋幸 穴吹ビジネスカレッジ 海外事業部長 副委員長 香川県 

４ 中村 壽敏 穴吹工科カレッジ 留学生サポートセンター 所長 委員 香川県 

５ 井上 和之 穴吹コンピュータカレッジ 就職キャリアセンター部長 委員 香川県 

６ 池下 慎一郎 穴吹パティシエ福祉カレッジ 国際交流センター所長 委員 香川県 

７ 森 國夫 四国医療福祉専門学校 校長 委員 香川県 

８ 吉田 弘子 吉田愛服飾専門学校 校長 委員 香川県 

９ 吉本 和絹 四国学院大学専門学校 副学長 委員 香川県 

10 北川 大祐 キッス調理技術専門学校 事務局長 委員 香川県 

11 大谷 誠一 一般社団法人香川経済同友会 事務局長 委員 香川県 

12 大西 理之 高松商工会議所 企画推進課課長 委員 香川県 

13 増田 博志 株式会社百十四銀行 地域活性化推進グループ長 委員 香川県 

14 小川 敦史 高松信用金庫 業務推進部副長 委員 香川県 

15 岡田 春彦 日本貿易振興機構 香川事務所所長 委員 香川県 

16 飯塚 正成 有限会社ザ・ライスマウンド 代表 委員 東京都 

17 岩崎 恭博 香川労働局 職業安定部職業対策課 課長 委員 香川県 

18 谷口 英二 香川県 総務部知事公室国際課 課長 委員 香川県 

19 瀧本 浩司 香川県 商工労働部労働政策課 課長 委員 香川県 

実施委員会 

・事業方針・戦略の決定 

・予算執行管理 

広報推進 

プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

留学生サポート 

推進プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

雇用推進 

プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

事務局 

・事務管理及び連絡調整 
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20 里石 めぐみ 高松市 創造都市推進局観光交流課 観光交流室長 委員 香川県 

21 
太田 耕司 

高松市 創造都市推進局産業経済部産業振興課 

立地・創業・イノベーション支援室長 

委員 香川県 

実施委員会（3 回）開催 

・第 1 回 平成 30 年 10 月 1 日（月） 

・第 2 回 平成 30 年 12 月 14 日（金） 

・第 3 回 平成 31 年 2 月 22 日（金） 

 

（６）広報推進プロジェクト構成員 

 氏名 所属・役職 

１ 池下 慎一郎 穴吹パティシエ福祉カレッジ 国際交流センター 所長 

２ 村上 仁 穴吹工科カレッジ プロジェクト推進室 主任 

３ 石川 航一 穴吹工科カレッジ 留学生支援センター 主任 

４ 大平 康喜 香川県専修学校各種学校連合会 会長 

５ 森 國夫 四国医療福祉専門学校 校長 

６ 吉田 弘子 吉田愛服飾専門学校 校長 

７ 吉本 和絹 四国学院大学専門学校 副学長 

８ 北川 大祐 学校法人北川学園 キッス調理技術専門学校 事務長 

９ 谷口 英二 香川県 総務部知事公室国際課 課長 

10 里石 めぐみ 高松市 創造都市推進局 観光交流課 

観光交流室 室長 

 

（７）留学生サポート推進プロジェクト、雇用推進プロジェクト構成員 

 氏名 所属・役職 

１ 井上 和之 穴吹コンピュータカレッジ 就職キャリアセンター 部長 

２ 大谷 誠一 一般社団法人香川経済同友会 事務局長 

３ 大西 理之 高松商工会議所 企画推進課 課長 

４ 小川 敦史 高松信用金庫 業務推進部 副長 

５ 森 洋幸 穴吹ビジネスカレッジ 海外事業部長 

６ 中村 壽敏 穴吹ビジネスカレッジ 留学生サポートセンター 所長 
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Ⅱ.具体的取組内容 

１． 「香川県留学生就職サポートセンター（仮称）」の設置・運営に向けた取組 

（１） 概要 

香川県・高松市・高松商工会議所（商工会議所連合会）地元金融機関、専修学校等の教

育機関が連携し、留学生の定着・就労に向けたワンストップサービス機関としての仕組みを

構築し、本予算事業終了後も「香川県留学生就職サポートセンター（仮称）」を維持・継続で

きるよう構築した仕組みを地方行政機関等公的機関に事業提案を行う事とし、本事業の取

組を香川県での産・官・額連携実施モデルとして取りまとめるものとする。 

（２）具体的活動 

●インターンシップ活用型留学生就労支援の仕組みづくり 

・インターシップ受入企業の開拓 

（留学生採用に積極的な企業で正規就労ビザ取得可能な職種に絞る） 

Step1 経済同友会、商工会議所、百十四銀行、高松信用金庫の各ワーキングチ 

  ームにより外国人の正規採用を検討している企業をピックアップ。 

Step2 雇用推進プロジェクトによりピックアップ企業を訪問し事業の趣旨説明および 

採用条件等のヒアリングの後、インターンシップの受入の承認を得る。 

Step3 インターンシップ時期および期間を設定。 

・インターンシップ参加者の募集（卒業後県内企業に就職希望の留学生に絞る） 

Step1 専門学校の在籍留学生に各校の就職担当者により事業の趣旨説明を行い、インターンシッ

プ参加者を募る。 

Step2 参加希望者に就労条件等のヒアリングの後、受入企業とのマッチング。   

・インターンシップ評価シートの作成及び改善 

（Can-do リスト形式での自己評価及び企業評価） 

評価表は職業訓練の現場実習評価シートを元に受入企業と検討しプロトタイプを作成する。

インターンシップ終了後さらに評価項目の内容を検討し次年度以降に反映する。 

・インターンシップ前オリエンテーションの実施 

参加者に対し各校の就職担当者により受入企業の事業内容、職種の説明およびビジネスマナ

ー研修を実施。 

・インターンシップ中のヒアリングの実施（問題点の把握・改善） 

受入企業はインターンシップ期間中、留学生採用に関する問題点、課題を抽出・把握しフォロー

アップ研修にフィードバックするとともに、次年度以降のインターンシップ前オリエンテーションに反

映する。 

・インターンシップ後のフォローアップ研修の実施 

評価シートを分析し問題が多い留学生に対しフォローアップ。 
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（３）取組の推進体制 

 

 

 

実施委員会 

・事業方針・戦略の決定 

・予算執行管理 

留学生サポート 

推進プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

雇用推進 

プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

事務局 

・事務管理及び連絡調整 

本事業において広報推進プロジェクトは

ターゲット国での活動に注力し、国内企

業に対する広報活動は雇用推進プロジ

ェクトが担う 

・インターンシップ参加者の募集 

・参加留学生のフォロー 

・インターンシップ受入企業の募集 

・企業と留学生のマッチング 
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（４）平成 30 年度実績 

①インターンシップ新規受入企業開拓企業数（目標２３社） 

４４社（セミナー参加企業１０社＋香川留学生支援会会員企業３４社） 

 

②インターンシップ参加留学生数（目標２０人（卒業年次在籍者 37 名）） 

参加者なし（卒業年次の留学生が県内専門学校に 37 名在籍していたが、 

        本事業開始時期が 9 月であったため、既に全員内定していたため） 

③県内企業内定者数（目標 10 名） 

１１名【内定者３３名、うち県内企業１１名） 
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２． ターゲット国とのパイプづくりおよび現地イベントの開催 

（１）概要 

ターゲット国に対し、香川県と県内専修学校を PR するために現地イベントおよび 

 香川県内専門学校見学会を開催し、香川県の認知度を高めることにより、留学生誘致 

 を推進する。 

また、ターゲット国の行政機関との連携を密にし、信頼のおける大学等と連携協定を締

結し、継続的に留学生を誘致できるパイプを構築する。 

地方行政の国際交流都市をターゲットにした留学生誘致モデルとして本取組を取りまとめ

広く公開するものとする。 

（２）具体的活動 

●ターゲット国での連携先開拓 

◆台湾◆ 

①第１回訪問（台北市、基隆市、桃園市） 

  日程：平成 30 年 11 月 7 日～9 日（3 日間） 

  訪問者：大平（実施員会）、石川（広報推進プロジェクト） ２名 

  １１／７ 

・訪問先：銘傳(めいでん)大学(台北市) 

・訪問経緯：穴吹学園台北事務所紹介 

・面談者：国際教育交流処 副処長 劉仁卿 氏 

・提携の可能性：△（好感触も先方の真意掴めず、再訪問必要） 

  １１／８ 

・訪問先：経国管理及健康学院(基隆市：高松市交流都市) 

・訪問経緯：高松市観光交流課紹介 

・面談者：研究発展処 処長 劉怡昕 氏 

国際合作及両岸交流組 組長 李宗家 氏 他 

・提携の可能性：○（次回調印に向けアプローチ） 

 

・訪問先：開南大学(桃園市：香川県交流都市) 

・訪問経緯：香川県国際課紹介 

・面談者：日本姉妹校交流計画代表 趙順分 氏 

・提携の可能性：×（提携先は日本の大学が主） 

  １１／９ 

・訪問先：萬能科技大学(桃園市：香川県交流都市) 

・訪問経緯：穴吹学園台北事務所紹介 

・面談者：国際交流中心 副主任 成漢 氏 

・提携の可能性：×（提携先は日本の大学が主） 
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②第 2 回訪問（台北市、基隆市） 

  日程：平成 31 年 1 月 15 日～17 日（3 日間） 

  訪問者：大平（実施員会）、吉田（実施委員会）、森國夫（実施委員会） 

       石川（広報推進プロジェクト） ４名 

  １１／１５ 

・訪問先：銘傳(めいでん)大学(台北市) ※２度目訪問 

・訪問経緯：穴吹学園台北事務所紹介 

・面談者：国際副校長 劉國偉 氏 

          国際教育交流処 副処長 劉仁卿 氏 

・提携の可能性：○（次回訪問時提携調印予定） 

 

・訪問先：台北城市科技大学(台北市) 

・訪問経緯：穴吹学園台北事務所紹介 

・面談者：研究発展処 研発長 黄招憲 

・提携の可能性：×（提携の意思なし） 

  １１／１６ 

 ・訪問先：中国科技大学(台北市) 

  ・訪問経緯：平成 30 年２月穴吹学園表敬訪問 

  ・面談者：校長 俞明徳（ゆめいとく)氏 

   副校長 張偉斌氏 

   国際交流執行長 梅國忠氏 

   主任秘書 王懐田氏 

   助理教授 陳玉燕氏 

  ・提携の可能性：○（次回訪問時提携調印予定） 

 

  ・訪問先：経国管理及健康学院(基隆市：高松市交流都市) 

  ・訪問経緯：高松市観光交流課紹介 

  ・面談者：校長  邱 明源氏 

   研究発展処 処長 劉怡昕 氏 

   国際合作及両岸交流組 組長 李宗家氏 他 

  ・提携の可能性：◎（提携調印式を挙行） 

 

③第 3 回訪問（台北市） ※予定 

  日程：平成 31 年 3 月 11 日～13 日（5 日間） 

  訪問者：大平（実施員会）、石川（広報推進プロジェクト） ２名 

  台北市２校と調印予定 

① 銘傳(めいでん)大学  ②中国科技大学 
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◆インドネシア◆ 

①第１回訪問（メダン市、ジャカルタ市、チルボン市、ブカシ市） 

  日程：平成 30 年 11 月 12 日～16 日（4 日間） 

  訪問者：大平（実施員会）、村上（広報推進プロジェクト） ２名 

  １１／１２ 

  ・訪問先：Akademi Kebidanan Nusantara 2000（メダン市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 

  ・面談者：学部長 Endang Sihaloho 氏 

  ・提携の可能性：△（次回訪問予定、３年制医療系短大） 

  １１／１３ 

  ・訪問先：ペルニ看護短期大学（ジャカルタ市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 

  ・面談者：オーナーBuntar Handayani 氏、以下約 10 名の教員 

  ・提携の可能性：△（次回訪問予定） 

  １１／１５ 

  ・訪問先：チルボン看護大学（チルボン市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 

  ・面談者：校長 Edy Jumhana Cholil 氏、日本語教員 高橋彩子氏 

  ・提携の可能性：○（次回訪問時調印予定） 

  １１／１６ 

  ・訪問先：SMK Bina Tunggal Murandika Putra（ブカシ市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 

  ・面談者：会長 Wawan Hermawan 氏 

  ・提携の可能性：○（調印に前向き、３年制職業訓練高校） 

 

②第 2 回訪問（ブカシ市、ジャカルタ市、ボゴール市、チルボン市） 

  日程：平成 31 年 2 月 10 日～14 日（5 日間） 

  訪問者：大平（実施員会）、亀本（実施委員会）、北川（実施委員会） 

村上（広報推進プロジェクト） ４名 

  ２／１１ 

  ・訪問先：AGENCY FOR HIGHER EDUCATION SERVICES（ジャカルタ市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 

  ・面談者：Executive Secretary Dr. M. Samurai、他数名 

  ・提携の可能性：△（調印に前向き、交渉継続） 

 

  ・訪問先：ペルニ看護短期大学（ジャカルタ市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 



16 

 

  ・面談者：学長 Buntar Handayani 

  ・提携の可能性：◎（提携調印式を挙行） 

  ２／１２ 

  ・訪問先：ミトラインダストリ MM2100 職業専門高校（ブカシ市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 

  ・面談者：MM2100 Vocational School 財団法人会長 Darwoto 氏 

   校長 Lispiyatmini 氏、理事小尾吉弘氏、他 

  ・提携の可能性：◎（提携調印式を挙行） 

 

  ・訪問先：メットランド職業専門高校（ボゴール市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 

  ・面談者：校長 Darmawan Sunarja、他数名 

  ・提携の可能性：◎（提携調印式を挙行） 

  ２／１３ 

  ・訪問先：チルボン看護大学（チルボン市） 

  ・訪問経緯：現地日本語学校の紹介 

  ・面談者：会長 Edy Jumhana Cholil 

  ・提携の可能性：◎（提携調印式を挙行） 

 

 

◆ベトナム◆ 

①第１回訪問（ハイフォン市） 

  日程：平成 30 年 12 月 4 日～6 日（3 日間） 

  訪問者：大平（実施員会）、亀本（実施委員会）、池下（実施委員会） ３名 

  １２／４ 

  ・訪問先：ハイフォン市立医療短大（ハイフォン市） 

  ・訪問経緯：香川県国際課の紹介 

  ・面談者：Vu Duc Long - 校長、Hoang Van Hung - 総務人事部長 

   Le Thuy Duong - 育成部長 

  ・提携の可能性：△（１月に学生対象説明会開催予定、交渉継続） 

  １２／５ 

  ・訪問先：ハイフォン市立工科短大（ハイフォン市） 

  ・訪問経緯：香川県国際課の紹介 

  ・面談者：Cao Anh Tuan - 副校長、Pham Van Dat - 学生管理部長 

  Tran Cao Phi - 育成部長 

  ・提携の可能性：○（１月に調印で協議） 
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  ・訪問先：ハイフォン市外務局（ハイフォン市） 

  ・訪問経緯：香川県国際課の紹介 

  ・面談者：Nguyen Thi Thanh Huong - 副局長 

  Vu Hoang Cuong - 国際協力部長 

  ・情報交換：日本の在留資格制度、電機系の高度人材等） 

 

  ・訪問先：私立ハイフォンポリテクニックスカレッジ（ハイフォン市） 

  （＝私立ハイフォンバックゲ短期大学） 

  ・訪問経緯：香川県国際課の紹介 

  ・面談者：Luu Thi Thu Huyen - 副校長 

  Dam Huy Hai - 日本語センター長 

  ・提携の可能性：○（１月に調印で協議） 

 

②第 2 回訪問（ハイフォン市） 

  日程：平成 31 年 1 月 21 日～24 日（4 日間） 

  訪問者：大平（実施員会）、亀本（実施委員会）、池下（実施委員会） ３名 

  １２／２２ 

  ・訪問先：私立ハイフォンポリテクニックスカレッジ（ハイフォン市） 

  （＝私立ハイフォンバックゲ短期大学） 

  ・訪問経緯：香川県国際課の紹介 

  ・面談者：LAP-校長、Luu Thi Thu Huyen - 副校長 

   Nguyen Van Kien - 国際交流部門長 

   Nguyen Thi Thanh Huong - 副局長（ハイフォン市外務局） 

  ・提携の可能性：◎（提携調印式を挙行） 

 

  ・訪問先：ハイフォン市立医療短大（ハイフォン市） 

  ・訪問経緯：香川県国際課の紹介 

  ・面談者：Vu Duc Long - 校長、Hoang Van Hung - 総務人事部長 

  Le Thuy Duong - 育成部長 

  ・提携の可能性：△（提携を検討、交渉継続） 

  １２／２３ 

 ・訪問先：ハイフォン市立工科短大（ハイフォン市） 

  ・訪問経緯：香川県国際課の紹介 

  ・面談者：Cao Anh Tuan - 副校長 

   Nguyen Thi Hai Binh - 日本語教員 

   Le Thi Hanh 氏 - ハイフォン市労働管理局 

  ・提携の可能性：◎（提携調印式を挙行） 
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  ・訪問先：国立マリタイム大学（ハイフォン市） 

  ・訪問経緯：ハイフォン市外務局の紹介 

  ・面談者：Tran The Nam – 国際交流部門副部長 他教育部門責任者４名 

  ・提携の可能性：×（高度人材の斡旋がメイン） 

 

（３）取組の推進体制 

   

 

（４）平成 30 年度実績 

①各ターゲット国における連携協定締結状況 

  台湾・・・・・・・・１教育機関と調印（目標：1 教育機関以上） 

  インドネシア・・４教育機関と調印（目標：1 教育機関以上） 

  ベトナム・・・・・２教育機関と調印（目標：1 教育機関以上） 

②留学生獲得数 

 ０ 名（目標：５名） 

 

 

（５）成果物（別添） 

① 台湾 視察・活動報告 

② インドネシア 視察・活動報告 

③ ベトナム 視察・活動報告 

 

 

 

 

 

実施委員会 

・事業方針・戦略の決定 

・予算執行管理 

広報推進 

プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

事務局 

・事務管理及び連絡調整 
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３． 留学生ポータルサイトの開設（入口から出口までの総合情報サイト） 

（１）概要 

 ターゲット国の留学希望者、香川県内の留学生、企業及び専門学校に対し、より具体 

 的な情報を発信する総合サイトの 開設により、海外留学生募集、留学生サポート及び

県内での留学生就労推進に資することを目的とする。 

  留学生の入口から出口までを網羅した香川県発信のポータルサイトモデルとして他県

に参考になるよう取りまとめます。 

 

【ポータルサイト構成】 

 ●トップページ ＊平成 30 年度開設 

 ・問合せページ含む。 

 ●香川県の魅力発信サイト ＊平成 30 年度開設 

・ターゲット国に向けての香川県の魅力を発信。（募集プロモーション動画含む） 

 ・ターゲット３ヵ国の母国語での翻訳。 

 ●留学生受入ガイドブック（専門学校編） ＊平成 31 年度開設 

・専門学校が留学生を受入れるために必要な情報をデータベース化した留学生受入デ

ータベース（取組④）を元にガイドブックとして再編成して開設しキーワードによる情報

検索もできる構成とする。 

（具体的取組④の調査結果を基礎資料とする） 

 ●留学生受入ガイドブック（企業編） ＊平成 31 年度開設 

・企業が留学生をインターンシップ、及び就職採用で受け入れるために必要な情報を

データベース化した留学生受入データベース（取組④）を元にガイドブックとして再編成

して開設しキーワードによる情報検索もできる構成とする。 

（具体的取組④の調査結果を基礎資料とする） 

 ●留学生就職支援サイト ＊平成 31 年度開設 

・インターンシップ情報、採用情報及びインターシップ実績の発信。 

 ●情報公開サイト ＊平成 30 年度開設 

・本事業の成果物等を随時公開。 

 

（２）具体的活動 

①ポータルサイト開設準備（構成及び仕様書の作成）及び制作着手。 

※1）ポータルサイト仕様書 

平成 30 年 9 月 1 日 

 

香川県における専門学校留学生の戦略的受け入れ推進事業 

外国人留学生向け総合情報ポータルサイトにおける制作仕様書 
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１ 事業の目的 

台湾、ベトナム、インドネシアなどのターゲット国の留学希望者、香川県内の留学生、企業及び専門学校

に対し、より具体的な情報を発信する総合サイトとして制作し、海外留学生募集、留学生サポート及び県

内の留学生就労推進に資する目的とする。 

 

２ 契約期間 

契約締結の日から平成31年9月15日～平成32年2月28日（木）まで 

(1)ポータルサイト制作：セーラー広告株式会社が本仕様書に基づき期間内に制作するものとする。 

(2)仕様書作成：「香川県における専門学校留学生の戦略的受け入れ推進事業」広報推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作

成。 

 

３ 制作業務の内容 

(1)海外留学生募集、留学生サポート及び県内での留学生就労推進ポータルサイト制作業務 

ア 概要 

・日本への留学を希望する海外の学生に香川県への留学を促進し、留学生の受け入れを考えている専

門学校や企業に向け、受け入れのノウハウなど総合的な情報を提供する。 

 

イ コンテンツの内容 

・香川県への留学及び香川で就労してもらうことを目的に、県内で留学生受入れを考えている専門学校

や企業へ向け、セミナーなどの情報発信及び就労希望留学生と県内外国人受入れ検討企業のマッチン

グサイトとしても機能するのもとする。 

＜作成イメージ＞ 

・海外の学生に向けた香川県のPRコンテンツ 

・専門学校向け留学生受け入れガイドブック（電子ブック） 

・企業向け留学生受け入れガイドブック（電子ブック） 

・留学生受け入れ企業の紹介コンテンツ 

・留学生に向けた募集内容の発信 

 

 

ウ ポータルサイトの規格等 

a 閲覧者が必要とする情報に迅速にたどり着くことができるウェブサイトを構築する。 

b サイト閲覧者のサイト活用動向やニーズを把握でき、的確な支援サービスの提供にフィードバックでき

る機能（アクセスログ解析、問い合わせフォームなど）を実装する。 

c 公開期間 平成31年3月1日以降 

d PRコンテンツについては使用言語を日本語版以外に３各国語版を字幕入れた外国語版を制作する。 

（香川県への留学が多い、台湾語版・ベトナム語版・インドネシア語版の３ヵ国語を翻訳制作） 

ｆ 制作予算 ￥3,483,000－（税込み） 
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エ 成果物の納入 

香川県専修学校各種学校連合会 

 

オ 成果物の納入の形態 

香川県専修学校各種学校連合会指定のWebサーバへサイトが閲覧できる形で納入すること。 

 

カ 納入期限 

平成31年2月28日（木） 

 

 

４ 著作権等 

(1)当業務の遂行により生じた著作権は、すべて香川県専修学校各種学校連合会に帰属するものとする。 

(2)第三者が権利を有する著作権(写真、音楽等)を使用する場合には、著作権、肖像権等に厳重な注意を

払い、当該著作物の使用に関しての費用の負担を含む一切の手続きを受託者において行うものとする。 

 

５ その他 

(1)制作に関わる費用は、原則として事業完了後の完了払いとする。 

(2)本仕様書に定めのない事項及び不明な点が生じたときは、香川県専修学校各種学校連合会とその都

度協議のうえ決定する。 

(3)事業実施にあたっては、香川県専修学校各種学校連合会に対し連絡、報告を適宜行い、香川県専修

学校各種学校連合会の指示に従うこと。 

 

 

 

第一階層 第二階層 トップ 下層 メールフォーム CMS 翻訳
トップ 1
このサイトについて 1
留学生就職支援情報 一覧 1 1

詳細 1
留学生受け入れガイド（専門学校編） 目次 1

詳細 10
FAQ 1 1

留学生受け入れガイド（企業編） 目次 1
詳細 10
FAQ 1 1

プライバシー・ポリシー 1
留学生向けメールフォーム 3 1
企業向けメールフォーム 3 1
情報公開 1
香川の魅力発信サイト 1
香川の魅力発信サイト（台湾語） 1
香川の魅力発信サイト（インドネシア語） 1
香川の魅力発信サイト（ベトナム語） 1
合計 2 35 2 3 3
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②香川県のプロモーション動画ツールの構成及び仕様書の作成。 

・留学生の生活（通学、学校生活、アルバイト、寮生活等）を核に香川県の魅力（温暖 

な気候、物価の安さ、コンパクトシティ、国際イベント（瀬戸内国際芸術祭等）を散り

ばめた内容で、香川県に留学したいと思わせるイメージ動画。 

・ターゲット国３ヵ国の母国後でのテロップを入れる。 

 ・動画撮影、編集に関しては外部業者に依頼する。 

※プロモーションビデオ（DVD 版、香川県の魅力発信サイトリンク版）完成 

※2）プロモーションビデオ仕様書 

平成 30 年 9 月 1 日 

 

「香川県における専門学校留学生の戦略的受け入れ推進事業」 

外国人留学生向け香川県ＰＲ用ＷＥＢ動画における制作仕様書 

 

１ 事業の目的 

外国人留学生向け香川県ＰＲ用ＷＥＢ動画制作等における制作について、日本へ外国から留学を希望・

検討中の学生層及び保護者層に向けて、香川県へ留学誘致を呼びかける香川県のＰＲ動画を制作し、

留学生受け入れ推進ＰＲ用のホームページ内に公開するほか、県をはじめ、各種関係機関等が外国人

留学生へ向けて香川県をＰＲする等における啓発事業にて広く活用することを目的とする。 

 

２ 制作期間 

平成３１年９月１日～平成３１年１１月３０日 

(1)動画制作：セーラー広告株式会社が本仕様書に基づき期間内に制作するものとする。 

(2)仕様書作成：「香川県における専門学校留学生の戦略的受け入れ推進事業」広報推進プロジェクトが

作成。 

 

３ 制作業務の内容 

(1) 外国人留学生向けＷＥＢ動画広告制作業務 

ア 概要 

・日本への留学希望者に向けて香川県での専門学校等での留学意識の高揚を図るとともに、香川県での

留学者受け入れを呼びかけるＷＥＢ用動画として制作しホームページ上で公開放映するものとする。 

 

イ コンテンツの内容 

・香川を知るきっかけとして、香川を好きになってもらうことを前提として、日本への留学、さらには香川県

への留学をリアルなモノとして感じてもらえる内容であること。 

＜作成イメージ＞ 

・香川の住みやすさ 

・働きやすさ 
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・香川の県民性 

・香川の土地柄等の自然環境面 

・物価等の地方経済面 

 

ウ ＷＥＢ動画の規格等 

a 放映時間 １回当たり10分前後 

b 出演モデル 香川県内の専門学校に通う外国人留学生3名程度 

c 動画撮影に関しては撮影前に香盤を作成の上、本事業広報推進プロジェクトの承認を得ること。 

d 撮影場所の責任者に事前に香盤を提示し、撮影許可を得ること。 

e 香川県専修学校各種学校連合会運営のホームページ内での公開放映する 

f 放映期間 平成31年12月1日以降随時放映開始 

g 使用言語を日本語版以外に３各国語版を字幕入れた外国語版を制作する。 

（ターゲット国である台湾語版・ベトナム語版・インドネシア語版の３ヵ国語を翻訳制作） 

h 制作予算 ￥2,700,000（税込）※事業計画書の見積額 

 

エ 成果物の納入 

一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会 

 

オ 成果物の納入の形態 

動画データ４タイプ（日本語版・台湾語版・ベトナム語版・インドネシア語版） 

ファイル形式はWindowsMedia ベースとし、avi またはwmv ファイルにてＭＰ４でのデータ送信による納

品とする 

 

カ 納入期限 

平成３０年１１月３０日（金） 

 

４ 著作権等 

(1)当業務の遂行により生じた著作権は、すべて香川県専修学校各種学校連合会に帰属するものとする。 

(2)第三者が権利を有する著作権(写真、音楽等)を使用する場合には、著作権、肖像権等に厳重な注意を

払い、当該著作物の使用に関しての費用の負担を含む一切の手続きを受託者において行うものとする。 

 

 

５ その他 

(1)制作に関わる費用は、原則として事業完了後の完了払いとする。 

(2)本仕様書に定めのない事項及び不明な点が生じたときは、香川県専修学校各種学校連合会とその都

度協議のうえ決定する。 

(3)事業実施にあたっては、香川県専修学校各種学校連合会に対し連絡、報告を適宜行い、香川県専修
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学校各種学校連合会の指示に従うこと。 

 

※3）留学生モデル 

 

 

 

 ③香川県の魅力発信サイトの開設（プロモーション動画とのリンク含む） 

※平成３１年３月開設 

※4）ポータルサイト 

https://www.kagawa-studyabroad.com/ 

 

かがわ留学の魅力動画 ～香川県の専修学校/動画制作～

■「ちょうど良い街」留学生Aモデル情報

学校・学科・年限 名前 性別 出身校 出身国 備考

専門学校穴吹工科カレッジ さひ　いんどら　ばはどぅる

自動車整備学科3年 SHAHI INDRA BAHADUR

■「せとうち暮らし」留学生Bモデル情報

学校・学科・年限 名前 性別 出身校 出身国 備考

専門学校穴吹ビジネスカレッジ あでぃてぃあ　ぺるまな　すてぃあわん

国際ビジネス学科２年 ADITYA　PERMANA　SETIAWAN

■「学びの環境」留学生Cモデル情報

学校・学科・年限 名前 性別 出身校 出身国 備考

専門学校穴吹パティシエ福祉カレッジ ちゃん　たん　いえん

介護福祉学科1年 TRAN THANH YEN

内定先：

いすゞ自動車中国四国株式会社

アルバイト先：

穴吹メディカルケア（介護施設）女

穴吹ビジネス

カレッジ(日本

語学科)

ベトナム

国際言語文化

センター附属

日本語学校

ネパール男

男 岡山外語学院 インドネシア



25 
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（３）取組の推進体制 

   

（４）成果物（別添） 

① 「かがわ留学のすすめ」・・・プロモーション動画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施委員会 

・事業方針・戦略の決定 

・予算執行管理 

広報推進 

プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

留学生サポート 

推進プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

雇用推進 

プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

事務局 

・事務管理及び連絡調整 
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４． 香川県内の専門学校及び企業を対象とした留学生受入に関する状況調査 

（１）概要 

県内専門学校及び企業の留学生の受入状況、今後の方針等を把握し、学校側の不安、 

 疑問、課題等を抽出することにより、留学生受入データベース構築の基礎資料とする。 

なお、留学生受入データベースに関して本年度は構成及び仕様書の作成を実施し、 

 平成３１年度に構築に着手するものとする。 

状況調査に関しては、その経緯、手法、結果、課題等とりまとめ香川県実施モデルとし

て取りまとめ、留学生受入データベースはポータルサイト（取組③）に汎用的に反映できる

データベースモデルとして構築仕様書を取りまとめます。 

 

（２）具体的活動 

 ①専門学校への聞き取り調査 

調査対象：県内専門学校５校程度  

 ※香川県専修学校各種学校連合会に加盟している専門学校。 

 調査日程： 

１２/１７(月)午前  四国学院大学専門学校（福祉系） 

１２/１７(月)午後  吉田愛服飾専門学校（服飾系） 

１２/１８(火)午前  四国医療福祉専門学校（医療福祉系） 

１２/１９(水)午後  穴吹ビジネスカレッジ（ビジネス系） 

 １/ ９(水)午前  キッス調理技術専門学校（調理系） 

目的： 

県内専門学校で留学生受入が進まない理由を抽出し課題を明確にする目的で聞き

取りを実施する。 

 具体的聞き取り内容は事業開始後留学生サポート推進プロジェクトで決定し実施委

員会の承認を経て調査を開始する。 

 調査方法： 

 ①調査担当者 2 名程度を学校に派遣し、1 時間程度の聞き取り調査を行う。 

 ②文献調査。 

 ③記録、テープ起こし、編集等の一部作業については外部業者に依頼する。 

 調査結果： 

留学生受入データベースに反映し、平成 31 年度は留学生ポータルサイトの留学生受

入ガイドサイト（専門学校編）に反映させる。 

※1）聞取り内容 

★現在留学生が在籍している学校への質問★ 

Q1 現在外国人留学生が在籍していますか？ 

        

Q2 御校の学科構成を教えてください 
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Q2-1 学科ごとに直近 5 年間の学生数の推移を教えてください？   

  

   ①年々減少 増加傾向 

   ②ほぼ横ばい 

③減少傾向 

   ④その他（年により増加したり減少したり等）    

           

   

Q3 在籍している学科は？ 

 

Q4 人数は？（学科別に） 

          

Q5 主な留学生の出身国は？ 

 

Q6 留学生の母国での学歴について教えてください     

  

①高校卒が多い 

②短大卒が多い 

③大学卒が多い 

④その他 

 

Q7 留学生の住居はどうしていますか？ 

 

Q8 留学生の受入に当たり苦労している点を教えてください？ 

Q8-1 留学生の日本語能力はどうですか？ 

①十分足りていた 

②やや足りない 

③足りていない（授業に支障あり） 

 

②、③回答の場合 

Q8-11 日本語の対策授業はしていますか？ 

 

Q9 留学生の募集ルートについて教えてください 

①国内の日本語学校から募集 

②海外から直接募集 

③その他 

Q10 留学生の入学合否基準について 
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Q10-1 入学選考方法を教えてください？ 

Q10-2 留学生に求める日本語レベルは？ 

 

■JLPT（日本語能力試験）とは？ 

日本語を母国語としない人の日本語能力を測定し認定する試験。 

【N1】幅広い場面で使われる日本語を理解することができる。 

【N2】日常的な場面で使われる日本語の理解に加え 

より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解することができる。 

【N3】日常的な場面で使われる日本語をある程度理解することができる。 

【N4】基本的な日本語を理解することができる。 

【N5】基本的な日本語をある程度理解することができる。 

 

Q11 留学生のアルバイトについて 

Q11-1 学校でアルバイトを斡旋していますか？ 

Q11-11 どのようなところでアルバイトをしていますか？ 

Q11-2 留学生のアルバイト時間の管理をしていますか？ 

 

Q12 卒業後の留学生の進路希望について？ 

①日本で就職（香川県？ 他県？） 

②進学（日本の大学？ 香川県？ 他県？） 

③帰国 

④その他          

           

   

Q13 今後留学生の受入に関しどのような方針でしょうか？ 

（すべての回答について理由を聞く）      

  

①積極的に募集したい 

② 留学希望者がいれば受入れる 

③ 受入を検討中 

④ 今後も受入予定はない  

 

Q14 留学生受入れに関し現時点で知りたいことがあればご質問ください（森が対応） 

 

★現在留学生が在籍していない学校への質問★ 

Q1 現在外国人留学生が在籍していますか？ 
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Q2 御校の学科構成を教えてください 

Q2-1 学科ごとに直近 5 年間の学生数の推移を教えてください？   

  

   ①年々減少 増加傾向 

   ②ほぼ横ばい 

③減少傾向 

   ④その他（年により増加したり減少したり等） 

 

Q3 過去に留学生が在籍していたことはありますか？   →過去にも在籍なしの場合は

Q10 へ 

 

Q4 過去に在籍していた学科は？ 

 

Q5 人数は？ 

 

Q6 主な留学生の出身国は？ 

 

Q7 留学生の住居はどうしていましたか？ 

 

Q8 留学生の受入に当たり苦労した点を教えてください 

Q8-1 留学生の日本語能力はどうでしたか？ 

①十分足りていた 

②やや足りない 

③足りていない（授業に支障あり） 

 

Q9 卒業後の留学生の進路について？ 

①日本で就職（香川県？ 他県？） 

②進学（日本の大学？ 香川県？ 他県？） 

③帰国 

④その他 

 

Q10 現在、留学生が在籍していない理由は？ 

① 留学生の入学希望者がいないため 

② 学校側の受け入れ態勢や環境が整っていないため 

③ 学校の方針としているため 

④ 留学生の日本語能力や生活対応力に不安があるため 

⑤ 卒業後の就職が困難なため（就労ビザの問題） 
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⑥ 国家試験の受験資格に該当しないため 

⑦ その他  

 

Q11 今後留学生の受入に関しどのような方針でしょうか？ 

（すべての回答について理由を聞く） 

①積極的に募集したい 

② 留学希望者がいれば受入れる 

③ 受入を検討中 

④ 今後も受入予定はない  

Q12 留学生に求める日本語レベルは？ 

 

■JLPT（日本語能力試験）とは？ 

日本語を母国語としない人の日本語能力を測定し認定する試験。 

【N1】幅広い場面で使われる日本語を理解することができる。 

【N2】日常的な場面で使われる日本語の理解に加え 

より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解することができる。 

【N3】日常的な場面で使われる日本語をある程度理解することができる。 

【N4】基本的な日本語を理解することができる。 

【N5】基本的な日本語をある程度理解することができる。 

 

Q13 留学生受入れに関し現時点で知りたいことがあればご質問ください（森が対応） 

 

 

②企業への聞取り調査（平成 29 年度実施） 

調査対象：県内企業１０社 

 

ヒアリング調査体制：３名（藤井部長（調査結果まとめ：セーラー広告）、正岡（ライター：フリー）、森（香川県留学生調査委員：フォロー）

ヒアリング内容：外国人採用に係る内容（採用状況、背景、求めるスキル、国籍、日本語能力、メリット、デメリット、今後の課題と採用方針・予定等）
　　　　　　　　　　※ヒアリング内容と流れについては第１回留学生調査委員会にて確認・承認済み

役職 担当者名

1 IT系 ㈱四国電子計算センター 高松市古新町1番地7 代表取締役 山崎　訓康
過去に中国人女性１名採用実績あり、職種：プロ
グラマ

2 自動車販売 香川トヨペット㈱ 高松市香西南町577-2 総務GP課長代理 篠原　誠
中国1名、ネパール1名、職種：サービスエンジニ
ア

3 印刷 小松印刷㈱ 高松市香南町由佐2100-1 総務課長 渡辺　聡
技能実習生22名（中国10名、ベトナム12名）職
種：印刷オペレータ

4 宿泊業 ホテル川六エルステージ 高松市百間町1-2 営業支配人 佐藤　雅博
中国人2名（1名は日本人の配偶者）、職種：フロ
ント、予約受付

5 介護施設 社会福祉法人牧羊会　シオンの丘 高松市香西北町260番地 理事本部長 五百木　慎也
中国2名、職種：介護職1名、清掃業務1名（日本
人の配偶者）

6 IT系 ワンダーミックス・ムック㈱ 高松市太田上町754-6 サントピア88 3F 代表取締役 宮内 久夫
採用実績なし、日本人外国人の区別なく採用す
る方針

7 小売業 ㈱マルヨシセンター 高松市国分寺町国分367-1 人事総務部マネジャー 細川　康夫
中国人１名、職種：海産物担当
技能実習生：66～7名（食品工場、ベーカリー）

8 特殊機器メーカー ㈱タダノ 高松市新田町甲34番地 人事部マネージャー 小川　聡 多数採用

9 JR構内物販 四国キオスク㈱ 高松市西の丸町12番12号 総務部 磯本　哲
アルバイト2名（中国女性、日本人の配偶者）職
種：販売接客

10 自動車レンタル 平成レンタカー㈱ 岡山県倉敷市児島駅前4-1 業務管理課課長 岩里 洋
4名採用（中国2、台湾１、韓国１）中国1名内定、
職種：フロント受付

ヒアリング調査企業一覧

担当者
備　考業種 企業名 住所
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 ③香川県内留学生への聞取り調査 

調査対象：県内専門学校留学生 30 人 

 調査日程： 

１１/１９(月) １３：３０～ 日本語学科７名 （穴吹ビジネスカレッジ日本語学科） 

１１/２０(火) １３：３０～ 日本語学科８名 （同上） 

１１/２２(木)   ９：３０～ 介護福祉学科５名 （穴吹パティシエ福祉カレッジ） 

１１/２６(月)   ９：３０～ 国際ビジネス学科５名（穴吹ビジネスカレッジ日本語学科） 

１１/２７(火) １１：００～ 自動車整備学科５名 （穴吹工科カレッジ） 

 目的： 

県内専門学校の留学生が香川県で就学、生活、就労する上で不満、不安、満足に思

っていることを抽出する目的で聞き取りを実施する。 

 具体的聞き取り内容は事業開始後留学生サポート推進プロジェクトで決定し実施委

員会の承認を経て調査を開始する。 

 調査方法： 

① 査担当者 2 名程度を学校に派遣し、30 分／人程度の聞き取り調査を行う。 

② 文献調査。 

③ 記録、テープ起こし、編集等の一部作業については外部業者に依頼する。 

 調査結果： 

留学生受入データベースに反映し、平成 31 年度は留学生ポータルサイトの留学生受

入ガイドサイト（専門学校編・企業編）に反映させるとともに、香川県の魅力発信サイトに

も反映させる。 

※2）聞取り内容 

Ｑ１ あなたの出身国と年齢を教えてください。 

 

Ｑ２ 留学の目的は何ですか。 

１．学位を取得するため      

２．教養を身につけるため 

３．就職に必要な技能や知識を身につけるため 

４．日本で働く、もしくは日本企業に就職するため 

５．国際的な経験をつんで国際的な人脈を作るため 

６．国際的な考え方を身につけるため 

７．良い環境で研究を行うため 

８．日本語の能力を高めるため 

９．異文化に接するため 

１０．その他 

 

★【香川県に留学する前のことについて】 
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Ｑ３ 香川県を留学先として選んだ理由は何でしたか。 

   １．香川県に興味があり、香川県で生活したかったため 

２．香川県の教育や研究が魅力的と思ったため   

３．地理的に近いため 

４．興味ある専門分野があったため 

５．異文化に接したかったため 

６．日本語・日本文化を勉強したかったため 

７．日本と関連のある職業に就きたかったため 

８．奨学金を得られたため 

１０．大学間交流等をきっかけとして 

１１．他の県も考えていたが、学力や費用等の条件が一番合ったため 

１２．その他 

 

Ｑ４ 香川県に留学するにあたり、不安に感じていたことは何でしたか。 

   １．香川の天候や食べ物、習慣に適応できるかどうか 

２．自分の希望する学習ができるか、また、学習の成果を上げることができるかどうか 

３．周囲の人と良好な関係を築き、うまくコミュニケーションをとることができるかどうか 

４．適切な宿舎を確保できるかどうか 

５．病気にかかったり自然災害に遭ったりしないかどうか 

６．孤独に感じたりホームシックになったりしないかどうか 

７．経済的な困難に直面しないかどうか 

８．特に不安はなかった 

９．その他 

 

★【現在通っている専門学校について】 

Ｑ５ 日本語能力に関する資格を取得していますか。 

１．N１ ２．N２     ３．N３     ４．N４     ５．N５ 

６．取得していない      ７．その他資格 

 

Ｑ６ 今後、日本語能力に関する資格を取得する予定はありますか。 

１．N１ ２．N２     ３．N３     ４．N４     ５．N５ 

６．取得予定なし       ７．その他資格 

 

Ｑ７ 在籍する学校における専門分野は何ですか。 

 

Ｑ８ 学校までの通学時間（片道）はどのくらいですか。   通学方法は？ 

１．３０分以内             ２．１時間以内  
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３．１時間３０分以内         ４．２時間以内  

５．２時間以上     

 

Ｑ９ 在籍する学校の良いところ、悪いところはそれぞれ何ですか。 

１．学生のサポート体制 

２．学修環境（教室、研究室、実験室等） 

３．研究内容 

４．福利厚生 

５．クラブ活動等の課外活動 

６．その他 

 

★【香川県の印象等について】 

Ｑ１０ 香川県に留学して良かったことは何でしたか。 

１．質の高い教育を受けられたこと 

２．日本語が習得できたこと 

３．日本人の友人ができたこと 

４．国際的な人脈ができたこと 

５．国際的な考え方、教養を身につけることができたこと  

６．その他 

 

Ｑ１１ 香川県に留学してから苦労したことは何でしたか。 

１．物価が高い 

２．日常生活における母国の習慣（生活習慣、宗 教 上の習慣等）との違い 

３．宿舎等を探すこと 

４．宿舎等におけるルール（ゴミ出し等）を守ること 

５．日本語の習得 

６．英語の習得 

７．学校内で日本人学生と交流できないこと 

８．学校の教員、職員とのコミュニケーションが取れないこと 

９．学校の授業についていくこと 

１０．その他 

 

★【１か月の収入と支出について】 

Ｑ１２ １か月の収入は平均いくらぐらいですか。 

   １．アルバイト 

   ２．仕送り 

   ３．奨学金 
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   ４．その他 

 

Ｑ１３ １か月の支出は平均いくらぐらいですか。 

   １．家賃 

   ２．食費 

   ３．水光熱費 

   ４．携帯電話 

   ５．その他 

 

★【アルバイトについて】Ｑ１２でアルバイトをしている人のみ 

Ｑ１４ どのようなアルバイトをしていますか 

 

Ｑ１５ １週間に何時間アルバイトをしていますか。 

１．５時間未満                ２．５時間～１０時間未満 

３．１０時間～１５時間未満  ４．１５時間～２０時間未満 

５．２０時間～２５時間未満  ６．２５時間以上 

Ｑ１６ 時給はいくらですか。 

１．800 円未満             ２．800 円～1,000 円未満 

３．1,000 円～1,200 円未満     ４．1,200 円～1,400 円未満 

５．1,400 円～1,600 円未満     ６．1,600 円～1,800 円未満 

７．1,800 円～2,000 円未満     ８．2,000 円以上 

 

★【健康について】 

Ｑ１７ 学校に入学してから病気やけがをしたことがありますか。また、その時どうしましたか。 

１．病気やけがをしたことがない 

２．病院に行った 

３．薬局で薬を買って治した 

４．病院にも薬局にも行かないで、我慢した 

５．その他 

 

★【卒業後の予定について】 

Ｑ１８ 現在在籍する学校の卒業後の予定はなんですか。 

１．日本において進学希望 

２．日本において就職希望 

３．日本において起業希望 

４．出身国において進学希望 

５．出身国において就 職・起業希望 
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６．その他 

７．まだ決めていない 

 

Ｑ１９ どのような学校に進学予定ですか。（Ｑ１８で「１．日本において進学希望」と答えた人） 

   １．大学院 

   ２．大学 

   ３．専門職大学 

   ４．短期大学 

   ５．専門学校 

   ６．その他 

 

★（Ｑ１８で「２．日本において就職希望」と答えた人のみ） 

Q２０ 日本で就職をしたい理由は何ですか。 

   １．収入が多い 

   ２．母国で日系企業に就職したいため 

   ３．日本で生活したいため 

   ４．日本で高い知識・技術を身に付けたい 

   ５．その他 

 

 

Ｑ２１ 日本でどのような職種で就職を希望しますか。（Ｑ１９で「２．日本において就職希望」と答

えた人） 

１．翻訳・通訳    ２．海外業務 

３．貿易業務 Trade   ４．調査研究  ５．教育 

６．販売・営業    ７．経営・管理業務 

８．技術開発     ９．情報処理 

１０．設計         １１．その他 

 

Ｑ２２ 日本で何年ぐらい働きたいですか。 

 

Ｑ２３ 日本での就職にあたり不安に感じることは何ですか。 

１．職場で良い人間関係をつくれるか 

２．自分の日本語が通じるか 

３．希望する仕事につけるか 

４．日本の商 慣習になじめるか 

５．顧客対応が問題なくできるか 

６．ビジネスマナーで失敗しないか 

香川県内に進学希望ですか？ 

 

香川県外に進学希望ですか？ 

  → 何県？ 

香川県内に就職希望ですか？ 

 

香川県外に就職希望ですか？ 

  → 何県？ 
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７．どのような人事評価制度なのか 

８．勤務地がどこになるか 

９．適切に仕事を進められるか 

１０．労働時間が長くないか 

１１．給与・待遇が悪くないか 

１２．自分の専門知識が役立つか  

１３．キャリアパスがどうなるのか 

１４．生活習慣の違いになじめるか 

１５．不安はない 

１６．その他 

 

 

（３）取組の推進体制 

   

 

（４）成果物（別添） 

① 「外国人留学生受入に関わる香川県専門学校の意識調査」調査報告書 

② 「香川県内在住の専門学校留学生への意識調査」調査報告書 

③ 参考資料（平成 29 年度に本連合会で実施： 

「外国人留学生採用に関わる香川県企業の意識調査」調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

実施委員会 

・事業方針・戦略の決定 

・予算執行管理 

留学生サポート 

推進プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

事務局 

・事務管理及び連絡調整 
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５． 香川県への留学生受入体制づくりのためのセミナー等の開催 

（１）概要 

 ・香川県内の企業を対象に「外国人留学生就労受入啓発セミナー」を開催する。 

 ・香川県内の専門学校を対象に「留学生就学受入啓発セミナー」を開催する。 

セミナー内容、効果は香川県実施セミナーモデルとして取りまとめ報告するものとす

る。 

香川県は留学生受入及び就労推進に関する施策を本年度から本格的に開始してお

り、セミナー内で香川県職員による施策紹介及び今後の方針説明を予定しています。 

香川県実施施策 

①委託事業：「香川県外国人留学生雇用促進事業」 

② 助金事業：「香川県外国人留学生受入促進事業費補助金」 

③  

 

（２）具体的活動 

 ①「外国人留学生就労受入啓発セミナー」 

現状：香川県内企業の多くが、少子化及び都市部流出により若年者（日本人）の計画採

用に窮しており、健全な事業維持、承継の観点から優秀な外国人に中核人材として

期待、依存せざるを得ない状況にある。 

ただし、県内企業で外国人を正規採用している事例は極めて少いため採用ノウハ

ウが乏しいため、具体的な採用活動に踏み切れない現状がある。 

目的：県内留学生に対する積極採用活動とスムーズな受入による定着化のために外国

人採用のノウハウを提供する。 

対象：香川県内企業の人事担当者 

内容：1 回／年度 

日時：平成 30 年 12 月 11 日 13：30～16：00 

場所：高松テルサ 3F 大会議室 

①「外国人を雇用している企業による事例紹介」 

       紹介企業：百十四銀行 市場国際部 外為営業支援グループ 

②「就労ビザ申請のポイント」 

       講師：中野国際法務総合事務所所長 中野 辰宏氏 

動員方法：経済同友会、商工会議所の会員企業へのチラシ案内 

参加実績：県内企業 29 社（38 名）の参加。（目標 30 社（40 名）） 
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※1）セミナー案内チラシ 
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※2）セミナー参加者 

 

日時：

場所：

申込数： 44名 出席者 38名

欠席者 6名

№ 申込日 申込 会社・団体名 部署 職名 氏名 出席確認

1 平成30年12月10日 FAX 葵機工㈱ 総務部 部長 岡山　栄作 ○

2 平成30年11月21日 FAX ㈲生島興業 代表取締役 木村　征司 ×

3 平成30年12月5日 FAX 香川いすゞ自動車㈱ 総務部 担当 木村　浩二 ○

4 平成30年12月6日 FAX 香川県商工労働部 労働政策課 課長 瀧本　浩司 ○

5 平成30年12月6日 FAX 香川県商工労働部 労働政策課 課長補佐 宮崎　芳子 ○

6 平成30年12月6日 FAX 香川県商工労働部 労働政策課 主事 藤井　椋平 ○

7 平成30年12月7日 FAX 香川日野自動車㈱ 総務部 課長 橋本　賢二 ×

8 平成30年12月7日 FAX 鎌田醤油㈱ 総務部 電算室長 松原　啓介 ○

9 平成30年12月7日 FAX 鎌田醤油㈱ 総務部 総務係長 宮内　麻里 ○

10 平成30年11月21日 FAX ㈱クエスト 代表取締役 橋本　登 ○

11 平成30年11月26日 FAX ㈱香西工務店 専務取締役 香西　康伸 ○

12 平成30年11月28日 FAX ㈱坂井工務店 代表取締役 坂井　亮介 ○

13 平成30年11月21日 FAX ㈱サンキ 総務部 部長 田井　雅登 ○

14 平成30年11月30日 FAX 三彩商事㈱ 営業 営業推進部長 溝渕　利枝 ○

15 平成30年12月6日 FAX ㈱サンテック 総務部 部長 岩崎　歩美 ○

16 平成30年11月22日 FAX 三和会計事務所 米田　守宏 ○

17 平成30年11月15日 FAX ジェトロ香川 所長代理 福山　豊和 ×

18 平成30年12月3日 FAX 四国電線㈱ 総務部 溝渕　哲也 ○

19 平成30年12月10日 電話 セーラー広告㈱ 第２営業部 部長 藤井　崇文 ○

20 平成30年12月5日 FAX 綜合警備保障 営業 参与 大熊　克典 ○

21 平成30年11月18日 FAX 香川ダイハツ販売㈱ 管理部総務課 採用担当 小田　智史 ○

22 平成30年11月26日 FAX 高松商工会議所 事業推進部 課長 岩瀬　典子 ○

23 平成30年11月26日 FAX 高松商工会議所 事業推進部 主事 片桐
カ タギリ

　操
ミサオ

○

24 平成30年12月5日 FAX 東京会場日動火災保険㈱ 高松支店 営業推進役 西岡　義隆 ○

25 平成30年12月4日 FAX ㈱トスバックシステムズ 管理部 部長代理 真鍋　匡司 ○

26 平成30年12月4日 FAX ㈱トスバックシステムズ 管理部 小林　裕子 ○

27 平成30年11月13日 メール ㈱ナヤズダイニング 代表取締役 熊野　英孝 ×

28 平成30年12月6日 FAX ㈱白洋舎 本部 統括部長 宮武　秀樹 ○

29 平成30年12月4日 FAX 花園特殊車両㈱ 代表取締役 小田　芳直 ○

30 平成30年12月12日 メール 百十四銀行 市場国際部 調査役 濵西　直樹 ○

31 平成30年12月12日 メール 百十四銀行 市場国際部 副調査役 奥山　高広 ○

32 平成30年11月22日 FAX ㈱富士クリーン 企画部 取締役部長 馬場　太一郎 ○

33 平成30年11月27日 FAX フジタ自動車工業㈱ 代表取締役 藤田　健一郎 ×

34 平成30年11月30日 FAX ㈱フレイン 水処理事業部 部長 國宗　信宏 ○

35 平成30年12月7日 FAX ㈱松本光春商店 人材派遣事業部 本部長 谷澤　浩 ○

36 平成30年12月7日 FAX ㈱松本光春商店 人材派遣事業部 川上　健 ○

37 平成30年11月21日 FAX 丸善工業㈱ 総務 課長 竹内　元 ○

38 平成30年12月2日 FAX ㈱マルナカ 人事教育部 採用担当 尾花　拡紀 ○

39 平成30年12月5日 FAX 湊商事㈱ 常務取締役 佐々木　秀樹 ○

40 平成30年12月5日 FAX 湊商事㈱ 介護事業部 次長 朝比　孝太郎 ○

41 平成30年11月26日 FAX ㈱村上製作所 総務経理科 課長 石川　淳一 ○

42 平成30年11月26日 FAX ㈱村上製作所 総務経理科 佐戸　一生 ○

43 平成30年11月30日 FAX ㈱ロジック 総務部 一宮　真弓 ○

44 平成30年11月22日 FAX 若宮産業㈱ 代表取締役 若宮　達也 ×

「外国人留学生採用支援セミナー」参加申込名簿
平成30年12月11日（火）　13：30　～　16：00

高松テルサ３F大会議室
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※3）アンケート集計結果 

 

 

 

「外国人留学生採用支援セミナー」アンケート集計結果
日時：平成30年12月11日（火）　13：30　～　16：00
場所：高松テルサ３F大会議室

アンケート回収率：８４％（３２／３８）

Ⅰ .セミナー内容について
　　Q1．講演「就労ビザ申請のポイント」は参考になりましたか？

評価 度数 割合
５ 9 28%
４ 12 38%
３ 10 31%
２ 1 3%
１ 0%

無記名 0%

計 32 100%

　Ｑ2.百十四銀行様の事例は参考になりましたか？

評価 度数 割合
５ 5 16%
４ 6 19%
３ 13 41%
２ 3 9%
１ 0%

無記名 5 16%

計 32 100%

　①採用留学生（中国）が日本人と同じルートで採用したのが要因？
　②参加者のニーズと違った（採用留学生が大学院卒の高度人材）のが要因？

　　Ｑ3．一番印象に残った内容は何ですか？

・入管法の改正について
・留学生の就職率の低さ（3割）
・留学生の置かれている現状
・採用理由書について例文が欲しい（入管提出書類）
・能力の高い留学生でもビザ取得が難しいと痛感した
・外国人の採用方法
・留学生の資格変更を要望
・日本人新卒と同等に留学生も採用したい
・百十四銀行で採用された留学生の素直な話がよかった
・入管への対応について
・特定技能と技能実習生の違い
・雇用目的の明確化の必要性
・2023年度に予想される業種ごとの人手不足見込み数の多さ
・事例紹介で企業側と労働者側の生の声を聞くことができた
・事例を聞いて、留学生受入れの準備がそれほど必要ないと気づいた
・就職活動ビザ（特定活動）の存在
・事例を聞いて、日本語能力があれば外国人でも特に問題はない

66%

34%

　大変参考になった、参考になった：６６％

　大変参考になった、参考になった：３４％

9
12

10
1

0 5 10 15

５

４

３

２

１

無記名

講演「就労ビザ申請のポイント」

度数

5
6

13
3

5

0 5 10 15

５

４

３

２

１

無記名

百十四銀行事例紹介

度数

28%

38%

31%

3% 0% 0%
５

４

３

２

１

無記名

16%

19%

41%

9%

0% 16%

５

４

３

２

１

無記名
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Ⅱ .外国人の雇用について （複数回答可）
　　Q1．現在外国人を雇用していますか？ /回答総数 /回答人数

度数 割合1 割合2
8 22% 25%
6 16% 19%
4 11% 13%

18 49% 56%
0% 0%

1 3%

37 100%

　　Q2．今後の採用方針（技能実習以外）
　　a.全体 度数 割合

8 25%
6 19%
9 28%
6 19%

0%
3 9%

32 100%

７２％が雇用に前向き

　　　　　b.Q1で「現在雇用していない」と回答した人（１８名）

度数 割合
4 22%
3 17%
5 28%
5 28%

0%
1 6%

18 100%

※現在採用していない企業の
　　６７％が採用に前向きになった。

　　Q3．外国人に求める資質（優先順位上位3つまで選択） /回答総数 /回答人数

度数 割合1 割合2
23 27% 72%
8 9% 25%
8 9% 25%
9 11% 28%

20 24% 63%
2 2% 6%
3 4% 9%
9 11% 28%
2 2% 6%

0% 0%
1 1%

85 100%

その他

回答
正規就労で雇用

技能実習で雇用
アルバイ ト・パー トで雇用

雇用していない

無回答

計

回答
積極的に雇用

72%機会があれば雇用

今後検討したい

採用予定なし
その他

無回答

計

回答

計

回答
日本語能力
専門知識・技能・資格

日本語以外の語学力

今後検討したい

採用予定なし
その他

無回答

積極的に雇用

無回答

計

コミュニケーショ ン 能力

異文化対応力
バイタリティ
協調性
発想の豊かさ
その他

基礎学力

67%機会があれば雇用

8

6

4

18

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

正規就労で雇用

技能実習で雇用

アルバイト・パートで雇用

雇用していない

その他

無回答

8

6

9

6

3

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

積極的に雇用

機会があれば雇用

今後検討したい

採用予定なし

その他

無回答

23
8
8
9

20
2
3

9
2

1

0 5 10 15 20 25

日本語能力

専門知識・技能・資格

日本語以外の語学力

基礎学力

コミュニケーション能力

異文化対応力

バイタリティ

協調性

発想の豊かさ

その他

無回答

4

3

5

5

1

0 1 2 3 4 5 6

積極的に雇用

機会があれば雇用

今後検討したい

採用予定なし

その他

無回答



43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．留学生のインターンシップ受入について（３日～５日の短期）
評価 度数 割合

受入意志あり 5 16%
採用前提で受入 8 25%
受入意志なし 9 28%
その他 4 13%
無記名 6 19%

計 32 100%
その他： 検討中

環境が整ってから
検討したい

Ⅳ .今後開催してほしいセミナー等（自由記入）

①留学生（専門学校生）と企業とのマッチングイベント
②留学生との交流会
③外国人を雇用している企業の事例発表
④外国人採用に向けて基礎的なセミナー（採用募集の手法等）
⑤入管法など外国人を採用するにあたっての法律関係セミナー

41%

5

8

9

4

6

0 2 4 6 8 10

受入意志あり

採用前提で受入

受入意志なし

その他

無記名

インターンシップ受入について

16%

25%

28%

12%

19%

受入意志あり

採用前提で受

入

受入意志なし

その他
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 ②「留学生就学受入啓発セミナー」 

現状：香川県内の専門学校では 18歳人口の減少により年々日本人学生の減少が続いて

いる状況にあり、外国人留学生の受入拡大を検討せざるを得ない状況にあるが 

留学生受入拡大の具体的な動きは停滞している。 

言葉、文化の違いによる学生管理の大変さ、入管法による諸手続きの煩雑等々で

留学生受入体制づくりに消極的にならざるを得ない状況である。 

目的：教育機関として留学生受入体制づくりのために必要なノウハウを県内専門学校に

提供する。 

対象：香川県内専門学校の募集担当者、就職担当者 

内容：1 回／年度 

日時：平成 31 年 2 月 22 日 13：00～15：00 

場所：サンポートホール高松 ５F ５３会議室 

①「海外学生募集事例紹介」 

       講師：穴吹学園 海外事業部 次長 池下 慎一郎氏 

②「質疑応答・意見交換会」 

動員方法：香川県専修学校各種学校の会員校への案内 

参加実績：県内専門学校 13 校（14 名）の参加。（目標 15 校（20 名）） 

 

 

1 香川県歯科医療専門学校 ○

2 ｷｯｽ調理技術専門学校 ○

3 四国医療専門学校 ○

4 四国医療福祉専門学校 ○ ○

5 四国学院大学専門学校 ○

6 守里会看護福祉専門学校 ○

7 吉田愛服飾専門学校 ○

8 専門学校穴吹工科ｶﾚｯｼﾞ ○

9 専門学校穴吹ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｶﾚｯｼﾞ ○

10 専門学校穴吹ﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾚｯｼﾞ ○

11 専門学校穴吹ﾊﾟﾃｨｼｴ福祉ｶﾚｯｼﾞ ○

12 専門学校穴吹ﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾚｯｼﾞ ○

13 穴吹学園　広報部 ○

水井　資道

吉本　和絹

№ 学校名

香川県専各連

出席者（敬称略） 出席者（敬称略）

濵野　茂雄 

乃村　久信

中村　寿敏

藤沢　英治

北川　大祐

高橋　謙一

森　國夫

吉田　弘子

原渕　陽一

森　洋幸

三木　由美子

後藤　良二
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（３）取組の推進体制 

 

 

 

 

実施委員会 

・事業方針・戦略の決定 

・予算執行管理 

留学生サポート 

推進プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

雇用推進 

プロジェクト 

（ワーキングチーム） 

事務局 

・事務管理及び連絡調整 


